
13th Earth Day in 桐生 

日中環境創生シンポジウム 
 

日本と中国は高温多雨気候と米食文化が共通しているため，重金属土壌汚染に係わる現象と被害の条件が共

有します．国境と環境を越えて架かる土壌汚染修復技術の，現在と将来について真摯な意見と情報の交換に

ご参加下さい． 

 

年月日：2018年 4月 22-23日 

会場：群馬大学理工学府（日本国群馬県桐生市天神町 1－5－1，裏面図参照） 

4月 22日（Sun）：講演会「（仮）自然の力で環境を浄化する」 

10:00～15：00（講演順・演題一部未定，資料費：1,000円） 

 「日本の土壌汚染対策法の修正 Point」（関東地方環境事務所（依頼中）） 

 「環境中の重金属の化学形態と phyto-materialに関する研究」板橋英之（群馬大学教授） 

 「土壌中の重金属分析装置の開発」森 勝伸（高知大学教授） 

 「可搬型蛍光Ｘ線分析装置による on-site汚染土壌分析」丸茂克美（富山大学教授） 

 「中国の Cd汚染農地修復」和田信彦・郭 伟伟・罗 远恒（上海聖龍環境修復技術有限公司） 

 中国南京環境研究所（依頼中） 

 江蘇省地質調査研究院（依頼中） 

 南京大学環境学院（依頼中） 

16：00～18：30 

 日中環境創生研究交流懇親会（参加費：5,000円） 

4月 23日（Mon）：見学会「足尾銅山の環境変遷」と世界遺産「日光」 

08：30～17：30（参加費：4,000円（バス費・昼食費・拝観費） 

 渡良瀬川水系，足尾銅山跡地，足尾銅山資料館，山地復興現況 

 世界歴史遺産日光 

  主  催：群馬大学理工学府環境創生部門 実行委員長：板橋英之（群馬大学教授） 

共  催：NPO法人北関東産官学研究会・上海聖龍環境修復技術有限公司・自然由来重金属類評価研究会・DUDI㈱ 

後  援：関東地方環境事務所・群馬県（国際戦略課・環境保全課・上海事務所）・桐生市（依頼中） 



4月 23日（Mon）：見学会 1「足尾銅山の環境変遷」 

 

 

足尾銅山（1895頃） 

 

足尾銅山跡地（2017） 

 

簀子橋堆積場 

 

渡良瀬川水系銅（Ⅱ）総濃度 

 

見学会 2：「世界文化遺産 日光」（1999年登録） 

   

東照宮正門 三猿像 陽明門 
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13 次 桐生的地球日 

中国和日本是环境创生坐谈  会
为高温多雨气候和吃大米文化正有共同点受害的条件和关系到重金属土壤污染的现象共有日本和中国。请在

真挚的意见和信息的交换超越国境和环境而从以重金属污染农地的修复为目的共同研究在三年开始出现了的

土壤污染修复技术的东西当时关于今后参加。 

 

年月日：2018年 4月 22-23日 

会場：群馬大学理工学府（日本国群馬県桐生市天神町 1－5－1，裏面图参照） 

4月 22日（Sun）：講演会「（仮）自然の力で環境を浄化する」 

10:00～15：00（講演順・演題一部未定，資料費：1,000円） 

 「日本の土壌汚染対策法の修正 Point」（関東地方環境事務所（依頼中）） 

 「環境中の重金属の化学形態と phyto-materialに関する研究」板橋英之（群馬大学教授） 

 「土壌中の重金属分析装置の開発」森 勝伸（高知大学教授） 

 「可搬型蛍光Ｘ線分析装置による on-site汚染土壌分析」丸茂克美（富山大学教授） 

 「中国の Cd汚染農地修復」和田信彦・郭 伟伟・罗 远恒（上海聖龍環境修復技術有限公司） 

 中国南京環境研究所（依頼中） 

 江蘇省地質調査研究院（依頼中） 

 南京大学環境学院（依頼中） 

16：00～18：30 

 日中環境創生研究交流懇親会（参加費：5,000円） 

4月 23日（Mon）：見学会「足尾銅山の環境変遷」と世界遺産「日光」 

08：30～17：30（参加費：4,000円（バス費・昼食費・拝観費） 

 渡良瀬川水系，足尾銅山跡地，足尾銅山資料館，山地復興現況 

 世界歴史遺産日光 

  
主  催：群馬大学理工学府環境創生部門 実行委員長：板橋英之（群馬大学教授） 

共  催：NPO法人北関東産官学研究会・上海聖龍環境修復技術有限公司・自然由来重金属類評価研究会・DUDI㈱ 

後  援：関東地方環境事務所・群馬県（国際戦略課・環境保全課・上海事務所）・桐生市（依頼中 



会場（群馬大学理工学府）案内図・会场(群马大学理工学府)导游图 

 

 

 

群馬県近隣公共交通と高速道路 広域交通網 

 

ホテル・酒店(日本人は自己スケジュールでご予約願います) 

 電話 住所 宿泊費 特記 

桐生グランドホテル     

東横イン桐生駅南口     

パークイン桐生     

エースホテル     

桐生ステーションホテル     

参加申込表・参加申请表 

姓名 
参加 連絡先 Passport（中国人） 

 講演会 
演讲会 

懇親会 
联欢会 

見学会 
参观 携帯・手机 E-mail 号码 英语姓名 

        

        

        

        

        

※資料費・参加費：講演会（1,000円），懇親会（5,000円），見学会（4.000円）は会場受付にてお支払い願います． 

 

参加申込先 

 

日本の受付：参加申込表にご記入の上，メール添付で下記にお送りください． 

群馬大学理工学府板橋研究室 

和田信彦（t15807009@gunma-u.ac.jp，n.wada@ecgg-llc.jp） 

中国的受理：填写参加申请表,请如下用电子邮件或者传真送． 

上海圣珑环境修复技术有限公司（Tel：021-6415-8586 Fax：021-5419-3582） 

季 颖（info@sheng-long1.com, igennki@gmail.com） 
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